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1206　シゴカ（刺五加）

シゴカ（刺五加）

エゾウコギ（蝦夷五加）　
Eleutherococcus senticosus （＝Acanthopanax senticosus）
ウコギ科　落葉低木
和名の別名として、シベリア人参とも呼ばれる。

基　　原

北海道、シベリア東部、朝鮮半島、中国産　　地

サポニン：　エレウテロシド
エレウテロシドは、オタネニンジンの有効成分ジンセノシドと同様にサポニンの一種である。
「β-エンドルフィン」の分泌を促進する作用があるとされている。

主な成分

血管を拡張して血圧を降下させ、中枢神経に作用して鎮静する
作用が認められ、人参よりすぐれたアダプトゲン(※)様の作用に
よって筋肉の抵抗力を増加させる。強壮、鎮静薬としてリウマチ、
神経痛、脚気、水腫、失眠(不眠)、食欲不振、疲労回復などに
用いられる。

※アダプトゲン… ①無害である、②様々なストレス因子に対し抵抗力を高める、③生理機能を正常化する
といった作用を持つ物質。

主な薬効

根、根茎薬用部分

刺五加とは、トゲのある五加（ウコギ）のこと。中国では古くから
ウコギのことを五加と読んでいたが、五という数はウコギの5枚の
小葉のことを指す。
学名の別名 Acanthopanaxは、ギリシャ語でアカンタ（トゲ、針）
＋パナクス（オタネニンジン属）から来ている。
また、senticosusはラテン語で「トゲの多い」という意味。
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シゴカは、1960年代に旧ソ連でニンジンと同じウコギ科ということから薬効の研究が始まり、以降、西洋でも
知られるようになった。
日本の漢方ではシゴカを利用した処方は知られていないが、滋養強壮・肉体疲労・抗ストレス対応のドリンク剤
などに利用されている。また、1980年のモスクワオリンピックでは、ソ連が選手団の強化にシゴカのエキスを
利用していたとして、話題になった。

主な用途
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